
旅のしおり



１、留学を成功させるための心構え 

２、持ち物リスト一覧 

３、ドゥマゲテエリアについてもう一度おさらいしよう 

４、VISAなど現地で申請が必要なもの一覧について 

５、空港での手順について 

６、現地での生活について 

緊急時の連絡方法 

IP 電 話 番 号: 050-5806-0874 
現地電話番号：0917-659-4608(globe)

現地についてから電話をする場合、空港などにいる人に電話を借りて 
コールをしてみてください。 
この際、借りることができたら現地の人に20PHPもあげれば快く貸してくれます。



１、留学を成功させるための心構え 

•文化と環境が変わる、「日本と比べる」ことはやめよう「イマを楽しもう」 

•留学の本当の目的「語学の習得」は忘れないようにしよう 

•受け身でいることはやめよう「率先して授業を創り上げることに参加」しよう 

•目一杯勉強をして「目一杯遊ぶ」メリハリを持った生活をしよう 

•海外で学習以外の何か、挑戦をする項目を考えてみよう 

•人に流されず、自分のペースを保とう

文化も環境も違う「日本の当たり前」を持ち込むと見えなくなるものがある

留学に必要なことは環境に順応する柔軟さ

留学を成功させる、柔軟な環境順応性に必要な６つの要素

留学の目的は英語の習得、そして、ここは学校 
目的が違う場合、確実に不満につながります 
例えば「観光が主軸」や「できる限り低予算で長期滞在」 
など、学校で英語を習得するという点で若干目的がずれる場合 
かならず「不満」につながっていくのでご注意ください。 

留学中壁にぶつかります 
多くの皆さんは留学中、壁にぶつかります 

集団生活であること、規律があること、そして、異国
という地で言葉も通じない、環境も違うということが 
積み重なり、ストレスに。 

ここで、大切なことは、これらも含めて「留学」だと
いうことを認識してください。 

「不満」を言えばきりがありません。 
なぜならここは海外、そして留学。 
状況を「自発的に変える」こと、ともに、創る、 
参加をする姿勢がとても大切になります。 

留学の醍醐味集団生活 

集団での生活はストレスがあります 

しかし、集団生活を通して、 

多くの気づきと人間的な成長を手にいれる 

ことができるのも大きな魅力 

海外という場所で、「留学」という共通の目的を持っ

た、年齢も生まれた場所も違う人たちとともに生活を

する。ここでしか出会えない仲間たちが待っています 



持ち物リスト早見表1/3

２、持ち物リスト一覧



持ち物リスト早見表2/3
２、持ち物リスト一覧

現地の学校に通うプランをご選択の方は、現地校のルールに従ってください。  
男の子：膝丈以上のズボン、サンダル以外の靴をご持参下さい。 

女の子：長ズボンもしくはレギンス、スカート、サンダル以外の靴をご持参下さい。



持ち物リスト早見表3/3

現地の学校に通うプランをご選択の方は、おやつの他に鉛筆・ケシゴム・ノート・ 
クレヨン・ティッシュペーパーが必要になります。 

※おやつは現地で購入が可能です、だいたい毎回の予算は10PHP(25円）ほどです

２、持ち物リスト一覧



学校から１３分

３、ドゥマゲテエリアについてもう一度確認しよう

世界７位、日本と同レベルの治安.Philippines屈指の学園都市

南の島の代名詞「セブ」から２０分の場所 シーサーイドがとにかくおしゃれ

別名「紳士の街」安全なドゥマゲテ フィリピン最古のアメリカ教育の学校



３、ドゥマゲテエリアについてもう一度確認しよう

トライシクル　8php～

ジプニー　10php～

自転車トライシクル　10php～

ハバルハバル　50php～

セレスライナー　20php～

ドゥマゲテエリアは、比較的小さな街のため、基本的には「トライシクル」が 
主な移動手段になります。 
例えば、街を越える場合などは、ジプニーやセレスライナーを利用しましょう 
自転車トライシクルは、短距離、未舗装路などを横断するエリアの場合 
利用をする必要があります。 
ハバルハバルに関しては、ほぼ使うことはありません。 

トライシクルは、乗り合いとなり、雨の時などはなかなか捕まりづらくなります 
また、乗り合いの乗客がいない場合などは、貸切という形になり、場所によっては 
乗客がいないため、貸切の金額での交渉が発生する場合がありますが、交渉すらも 
楽しんでみましょう。

短距離 中距離 長距離

街を越える！



日本出港時、空港で発券する際、航空会社より、 
30 日を超えて滞在する場合はビザが必要であると 
案内されることがあります。実際には、フィリピンでは現地でビザが延長できるため、 
30 日を超える日付の帰国便チケットでもフィリピンに入国できます。 
もしビザのことを聞かれた場合は、現地で延長する旨をお伝えください。 
空港の税関にて入国目的については、観光(Sightseeing)とお伝え下さい。 
また、旅行会社によっては、30 日を超えて滞在する場合はビザが必要ということで、 
いったん 30 日以内に帰国日を設定するように言われる場合もあります。 
その際には、ご留学期間に合わせた機関のオープンチケットを購入し、 
30 日以内の帰国日を仮に設定し、学校到着後に航空会社で予定の帰国日に変更してください。 

ご注意事項： 
フィリピンへは、片道のチケットでは入国ができません 
必ず、往復のチケットもしくは、第三国への出国チケットを持参ください。

４、VISAなど現地で支払い申請が必要なもの一覧について

重要事項

片道の航空券ではフィリピンに入国 
することができません。 
かならず往復、もしくは第三国出国の 
チケットを用意してください。



４、VISAなど現地で支払い申請が必要なもの一覧について 入国時に必要な書類の記載の仕方



５、空港での手順について

ターミナル間の移動について 
通常の国際線から国内線への乗り換えについては 
ターミナル３で完結しますが、ターミナル３から４に移動するケースや 
フィリピン航空専用のターミナル２から４に移動するケースがあります。 
時間に余裕があれば、空港内を巡回している無料シャトル 
バスがありますが、国内線のチェックインに時間がないと 
空港タクシーを利用するしか方法がなくなってしまいますのでご注意下さい。

マニラでの乗り換えについて

ワンポイントアドバイス 
マニラでのタクシー利用の場合、空港タクシーはとても 
高額な金額を要求してくる可能性もあるので、 
極力交渉をしてみてください。 

もしくは、空港のwi-fiを使えるのでしたら、 
「UVER」というアプリを利用して、配車をすることが可能です。 
例えば、マカティ市内であれば、約150-200phpほどで利用可能

空港内の無料Wifiについて 
普段、日本でインターネットが利用できる携帯もフィリピンでは 
インターネットを利用することができません。 
日本での設定のまま、マニラに到着すると勝手にフィリピンの通信会社に 
繋がって、帰国後に高い通信費の請求がきてしまうので 
機内モードのままにしておきましょう。 
しかし、インターネットが必要なのは当然です。 
その際に利用できるのが空港内にある無料のWifi 
スマホのWifi接続を「有」にすると、空港の無料wifiに繋がり 
Globe 社の画面がでますので、下に画面をスクロールして 
「同意」をしてインターネットに接続することができます。



５、空港での手順について

荷物について再度確認しよう

■規制対象となる液体チェック! 
「えっ！これも液体！」というものもあります。せっかく準備してもジップロックに入っていない、 
100ml（g）を超えているなどルールが守られていないと保安検査場で没収されてしまいますよ！ 
＊液体扱いになる品目の一例 
・化粧水、液体薬、コンタクト保存液、虫よけスプレーなど明らかに液体のものは省きます。

＊「機内で食べよう!」などと思って買ったプリンやゼリーも液体物になるため 
持ち込むことができません。 
ただし、出国手続き後に免税店エリアで購入したペットボトルなどの飲み物は持
ち込みが可能です。 
また、乗り継ぎをされる方は、乗り継ぎ先空港の保安検査で液体物持ち込み制限
ルールが適用される場合があります。 
液体の免税品は、最終乗継空港の免税エリアで購入してください。

■無料委託荷物（預け荷物） 
航空会社により異なり、超過すると 6000~10000 円の超過料金加算されます。 
委託する荷物の重量はきちんと量って準備しましょう。

＊無料委託荷物の範囲は突然変更になることがありますので、 
必ず各航空会社の HP で確認いただき、 
あくまで目安としてお考えください。 
＊LCCのセブパシフィックはweb予約時にオプションで機内預けの荷物量を選びます。

■機内持ち込み手荷物について 
機内へ持ち込める荷物には航空保安上の制限があります。 
特に液体に関しては厳しい制限がありますので、必ずチェックしてください。 

～手荷物として液体を機内へ持ち込むためのルール～ 
 100ml（g）以下の容器に入った液体物で、容量 1 リットル以下 
のジップロックに、余裕を持って入れてください。 
ジップロックに入っていれば、合計 1 リットルまで持ち込めます。 
※100ｍｌ以下の容器であったとしても、 
ジップロックに入って 
いない場合は持ち込みができません。 

持ち込みにご利用できる 
ジップロックのサイズの目安は、 
縦20㎝以下×横20㎝以下になります。 

マチ付きの物は容量が 1 リットルを超えるため、使用はできません。 
※ジップロックの持ち込みは、１人につき１つのみ。 
 委託無料荷物として、スーツケースなどに入れて預ける場合は  
100ml を超えても大丈夫です。



空港到着から、オリエンテーションなどの流れについて

所要時間 内容

空港お出迎え

到着から
10分後

学校到着

20分前後 簡単な施設利用のご注意

自由時間

到着が土曜、もしくは日曜日の場合

所要時間 内容 詳細

1時間程度 オリエンテーション
学校のルールや施
設の利用方法につ
いて再度お話をし

2-3時間 レベルチェックテスト レベルのチェック
を行います

２時間 シティーツアー 街を案内し、両替
や日用品の購入を
行います

20分 グリーティング
入学式を兼ねた、
ほかの生徒さん達
との顔合わせをし

月曜日オリエンテーションの流れ

空港到着時はスタッフがお出迎えに上がります 

空港の到着ゲートを出ましたら、 

「WELCOME to Dumaguete 生徒様の名前」 

の看板を持ったスタッフがお待ちしております。

【重要】

◼松岡 良彦 ◼野田浩平

◼ジャニー

下記の4名の中の1人がお迎えにいきますので、ご確認お願い致します。

５、空港での手順について

◼村上智恵

フィリピン共和国　ペソ　(PHP) 
（2017/5/10現在 10,000円が4400円です）

両替所によって手数料が異なります。 
ドゥマゲテに到着したあとはシティツアー
の時にご案内するドゥマゲテ市内での両替
をおススメいたします。 

SM
PLE

セブ空港もしくはマニラ空港に到着しまし
たら、両替を忘れずに行って下さい。 
ホテルの宿泊費用の他にも空港からホテル
までのタクシーの利用など当校到着までに
出費が発生致します。 

空港での両替の金額は大よそ、2000ペソ
～3000ペソ（5000円～7500円）ほど 
両替することをお勧めしております

フィリピンのお金/両替について

オリエンテーション時に両替を



６、現地での生活について

普段の生活の流れ

MON TUE WED THU FRI SAT SUN

7:00 Breakfast

8:00

9:00 レッスン

10:00

11:00

12:00 昼食

13:00 自習時間 FREE FREE

14:00

15:00

16:00 レッスン

17:00

18:00

MON TUE WED THU FRI SAT SUN

7:00 Breakfast

8:00

現地の学校（A)パターン
9:00

10:00

11:00

12:00 昼食

13:00

現地の学校（B)パターン

FREE FREE

14:00

15:00

16:00

17:00

18:00

現地校へ通学する場合

現地校へ通学する場合、お申し込み人数によっては 
時間帯が(A)(B)パターンで変更になる可能性があります

朝食の時間　7:00-7:45 
昼食の時間   11:45-12:35 
夕食の時間   17:45-18:35

※レッスン時間はコースによって異なります

門限　平日22:00 
         土日24:00 
ただし申請をされた場合、土日は※外泊も可能です 
※成人の方に限ります、未成年者は保護者同伴の上になります



■本校舎住所　 
14-F-2A, Pinili Compound (Fronting 
Barangay Hall),  Boloc-boloc Sibulan, 
Negros Oriental.

■ゲストハウス校舎住所　 
40 Mango Ave Piapi Dumaguete 
LAFUSION GARDEN & RESORT

現地についてから電話をする場合、空港などにいる人に電話を借りてコールをしてみてください。 
この際、借りることができたら現地の人に20PHPもあげれば快く貸してくれます。

緊急時の連絡方法 

IP 電 話 番 号: 050-5806-0874 
現地電話番号：0917-659-4608(globe)

６、現地での生活について



留学は「英語」の学習が第一優先 
海外での生活、最初のうちは楽しくて楽しくて、どうしようもなく 
勉強よりも遊びに集中をしてしまうことがあります 
体験を重視しているからこそ、もちろん遊ぶこともとても大切 
でも、留学という人生の一大イベントを「観光」で費やすのはもったいない 
時間とお金を投資しているからこそ「英語の習得」に勤しみましょう 
学ぶ時は学び、遊ぶ時は遊ぶ。このメリハリがないと確実に留学は失敗に終わります 

集団生活はいい影響も、悪い影響もある 
集団生活は楽しい反面、ストレスももちろんあります 
それも、長期で滞在をすればするほど、それは顕著に現れるでしょう 
でも、これほどまでに人間性を成長させる要素はほかにはないかもしれません 
集団での生活の中で、ストレスがたまる人の特徴としては「何をしてあげたか」 
よりも「何をしてもらったか」に注目をしすぎてしまうことです。 
集団生活を素晴らしいものにするためには「相手に何をしてあげられるか」 
この「思いやる気持ち」がとても大切になります 

伸びる人と伸びない人の決定的な違い 
留学において、「伸びる人」と「伸びない人」の特徴は明確にしてあります 
伸びる人の特徴は「生活のリズム」をしっかりと作り、自分のペースで「自習」を 
継続する人。そして「生活のリズム」がしっかりしているからこそ、授業後に屋外に出て 
「実戦で体験をする」ということを自ずとする人なのです 
「生活にメリハリがなく」「実行力」がない人は圧倒的に伸びが変わってきます 

留学を目一杯成功に導くための方法 
留学を目一杯成功に導くためには、とにかく「生活のリズム」「実行」をすることに 
ほかなりません 
そして、集団生活の中でいかに自分のペースを掴み、自分が「いい影響の輪に入る」 
ということが大切になります。 
私たちの学校では、各お部屋にテーブルを用意していません 
その理由は自習はしっかりと自習ルームで行ってもらうためです 
自習ルームにいる仲間たちを横目に見るからこそ、もっと頑張れる 
そんな環境の輪の中に入ることが大きなコツといえるでしょう 

留学で第二の人生をスタートさせる 
留学には人生を大きく変えるチャンスが他聞にあります 
人が大きく成長、変化するためには３つの「変える」が必要と言われています 

１、住む場所を変える 
２、仕事を変える 
３、時間の使い方を変える 

留学にはこれら全てが含まれており、ましてや海外という強制的に自分自身がリセット 
される環境に身を浸すことで「大きな気づき」がたくさんあります。 

海外での生活、共同での生活。 
不満を言えばきりがありません。 
しかし、楽しいことがたくさんあるのも大きな事実 
留学という新しい自分に出会うイベント 

ようこそSTARTING POINT ENGLISH ACADEMYへ 

世界で通用する会話力を


